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治療方法 長所 短所 

癌ペプチドワクチン 副作用が少ない HLA が適合しないと施行できない

  治療方法が比較的簡単   

分子標的治療 癌の増殖を抑える効果がある 副作用が多い 

 内服薬である  

 奏効率が高い   

手術 すべて摘除しえた場合には完治の可

能性が見込める 

侵襲（からだにかかる負担）が大き

い 

化学療法 免疫療法との併用で効果が上がる

場合あり 

単独では、ほとんど効果がない 

サイトカインの継続 癌の増殖を抑制できることがある 副作用が多い 

本遺伝子治療 直接効果（癌の増殖抑制）と間接効

果（癌に対する免疫力の活性化）の

両方が期待できる 

CT または超音波装置を用いて、

針で穿刺を行う必要があり、それ

に伴う合併症の可能性がある 

  

局所投与のため全身の副作用は低

いと予想される   

 

 

3. 遺伝子治療について 

(1) 遺伝子治療とは  

健康なヒトの細胞の中にある遺伝子を一部取り出して加工し、これを患者さんの体内に直接もし

くは間接的に投与して治療効果を得ようとする治療法です。直接的投与とは治療のための遺伝

子を注射や点滴あるいは噴霧を使って患者さんの体内に投与する方法です。間接的投与とは、

患者さんの体からリンパ球や癌細胞などを取り出し、これに治療のための遺伝子を入れて再び患

者さんの体内にもどす方法です。今回私たちがお話する遺伝子治療は直接的投与になります。 

 

① 遺伝子とは 

遺伝子とは私たちの体を作っているタンパク質の設計図です。その本体は DNA（デオキシ

リボ核酸）という化学物質で、ヒトの細胞の場合、約 2 万 2 千個の設計図があるといわれてい

ます。今回の遺伝子治療ではヒトβ型インターフェロン遺伝子が用いられます。この遺伝子

が作り出すヒトβ型インターフェロン蛋白は以前より腎細胞癌の治療に用いられてきましたが、

遺伝子を使うことで蛋白よりもっと効果的な治療効果が得られることが基礎的な動物実験な

どで確かめられています。 

 

② 遺伝子導入担体（ベクター）とは 

遺伝子を細胞に運び込むために用いられる遺伝子導入担体をベクターと呼びます。大きく
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